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議会運営委員会  

  

   日 時   平成２９年５月２９日（月）午前１０時～ 

   場 所   第３委員会室 

 

１ 平成２９年６月亀岡市議会定例会について 

 （１）招集告示 ５月２９日（月） 告示第   号 

 （２）開  会 ６月 ５日（月） 

 

２ 議案の概要説明について 

  （１）概要 （別添） 

 

３ 定例会日程について 【別紙№１】 

 （１) 一般質問通告期限 ６月 ５日（月）正午 

○一般質問順序  ①緑風 ②共産 ③公明 ④新清流 

 （２) 請願書提出期限   ６月 ５日（月）午後５時 

 （３）質疑通告期限     ６月１３日（火）本会議終了時 

 （４) 意見書等提出期限 ６月２１日（水）委員会終了時 

 （５）討論通告期限    ６月２３日（金）午後４時 

（６）市民憲章唱和   ６月１３日（火）9:50～ 唱和代表 冨谷議員 

 

４ 開会日（６月５日）の議事について 

（１）議事日程 

  諸報告 

   第１ 会議録署名議員指名（菱田議員、酒井議員） 

   第２ 会期決定 

   第３ 報告第１号から報告第４号及び第１号議案から第７号議案 

（提案理由説明） 
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（２）諸報告 

○予算に関する報告（３件） 

○監査（例月、随時） 

○理事者出席要求 

○代表監査委員あいさつ 

○人事異動に伴う職員紹介 

 

５ 陳情・要望について 

（１）「地球と人間を守れる社会体制創り」の為の地球社会建設決議陳情書 

【別紙№２】 

（２）非核・平和施策に関する要望書【別紙№３】 

 

６ 議場の理事者席について【別紙№４】 

 

７ 一般質問について 

（１）通告書について 

〇記入注意事項【別紙№５】 

〇事務局へメール送付 

（２）質問時間 答弁を含め１人４５分 

 （３）会派内質問順序 ６月２日（金）までに事務局へ連絡 

 

８ 一般質問における残時間「０分」の運用について【別紙№６】 

 

９ 農業委員会委員任命議案の表決について【別紙№７】 

【先例・申合せ】 

29 副市長、教育委員、監査委員（知識経験を有する者）の人事案件を同意したときは、次の議会開

会後の諸報告であいさつを受けるのが例である。 

○病院事業管理者就任時についても、次の議会開会後の諸報告であいさつを受けるのが例である。 

30 理事者の紹介は、一般選挙後最初の議会及び人事異動が行われた次の議会で行うのが例である。 
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10 高校生の一般質問傍聴について（予定） 

○日 時：６月１３日、１４日 午後１時３０分～３時頃（予定） 

○参加者：南丹高校生（１日当たり２４人、合計４８人） 

 ※地域研究（授業）の一環として傍聴 

○一般質問開始時刻（確認事項） 

 

11 平成２９年９月定例会の決算審査について 

 （１）決算特別委員（２１人）※議長、監査委員除く 

 （２）審査方法（分科会方式、事務事業評価実施） 

 （３）審査日程（５日間） 

 （４）特別委員会設置 ６月２６日（閉会日） 

 

12 議会運営委員会の視察について（総括）【別紙№８】 

 

13 議会活性化の検討について【別紙№９】 

 （１）実施主体、実施スケジュール 

 （２）進め方等 

 

14 当面の日程について 

○５月３１日（水）１０：００～ 環境厚生常任委員会、産業建設常任委員会 

 

15 その他 

 （１）議場内撮影許可の申請 

 （２）エコオフィス期間の実施 

 （３）スマートデバイス対応のインターネット中継の開始 

 （４）次回の議会運営委員会 ６月１３日（火）本会議終了後 

   ※正・副議長、議運正・副委員長の事前調整 ６月１２日（月）１４：００～ 



会期22日間

日 曜日 会 議 等 備　　考

10:00 ～　市長議長議案調整 予定議案概要

11:00 ～　議運事前調整

27 土
28 日

【招集告示】

10:00 ～　議会運営委員会（市長出席）・幹事会 議案

　　　　  会派会議、広報広聴会議 ※15:00 ～　議員団研修

30 火

31 水
10:00 ～　環境厚生常任委員会、産業建設常任委員会（月
例）

6/1 木  

2 金

3 土
4 日

10:00 ～ 議事日程、監査、出席要求、提案理由

【開会、諸報告、署名議員､会期決定､提案理由】 (識見監査委員あいさつ、理事者紹介)

＜17:00 請願書提出期限＞

6 火

7 水

8 木 13:30 ～  京都スタジアム（仮称）検討特別委員会協議会

9 金

10 土
11 日

13:00 ～　市長議長議案調整 追加議案の概要

14:00 ～　議運事前調整

【一般質問】 議事日程

（本会議終了後）　議会運営委員会（市長出席）・幹事会 追加議案

　＜本会議終了時　質疑通告期限＞

14 水 【一般質問】 議事日程

【一般質問、追加提案、付託】 議事日程、提案理由、付託表、

請願文書表

16 金 10:00 ～  京都スタジアム（仮称）検討特別委員会　※

17 土
18 日

19 月 10:00 ～  総務文教常任委員会　※

20 火 10:00 ～　環境厚生常任委員会　※

21 水 10:00 ～　産業建設常任委員会　※

＜委員会終了時 意見書提出期限＞

22 木 委員会（予備日）

10:00 ～　市長議長議案調整（人事議案）

13:30 ～　議運事前調整

14:00 ～　幹事会・議会運営委員会 人事議案・意見書案

　　　　　会派会議

＜16:00　討論通告期限＞

24 土
25 日

10:00 ～　各委員会(委員長報告)

　　　　　議運事前調整

　　　　　議会運営委員会・幹事会 意見書案、審査報告、決算特別名簿

          会派会議

（午後）【委員長報告、討論、採決、人事議案、閉会】 議事日程、議員表彰

　　　　　広報広聴会議

木

平成２９年６月定例会日程表（案）

5/26 金

29 月

5 月

26 月

※１６日～２１日の日程については、議案等の提出状況により変更する場合があります。

23 金

12 月

13 火

15

＜12:00＞一般質問通告期限
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平成２９年 月  日 

亀岡市議会議長 ○○○○○○ 様 

 

亀岡市議会議員 ○○○○○○ 

 

平成２９年 月定例会 一般質問通告書 

 

 

会派名：○○○○○○ （代表・個人） 

質問方法（ 一 括 ・ 一問一答 ） 

次のとおり通告します。 

 

 

質問事項 

 

質問要旨 

 

答弁者 

１ ○○○○につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 空き家の適正

管理について 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○ 

（１）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○ 

（２）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○ 

 

 

 

 

 

空き家の放置は、近隣の生活環境を阻害し、不審者

の侵入や放火などを誘発する恐れもある。また、災害

時に倒壊する危険や住民の避難活動の妨げにもなりか

ねない。生活環境の保全、災害時の安全確保、犯罪の

未然防止の観点から空き家の適正管理が求められる。 

（１）空き家の調査をどのような頻度で行い、市内に

長期間放置された空き家がどれくらい存在するか

把握しているか。 

（２）管理不十分な空き家は近隣住民にとって危険な

箇所と認識しているか。 

（３）空き家の所有者に対してどのような呼びかけ、

連絡を行っているのか。 

（４）空き家の管理や処分を行う条例を制定する考え

はあるか。 

 

○○ 

○○○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体裁 

・字体：ＭＳゴシック・フォントサイズ 10・全角英数字 

・表のサイズを変えない。 

・ページがまたがる場合は表を分割しない。 

注意点（先例・申合せ１１８） 

・質問は、具体的に記載すること。 

・質問項目は、市政における一般事務の範囲内であること。 

・質問項目は、会派内で重複しないこと。 

記入のしかた 

質問事項の項ごとに

答弁者を記入 
・市長 

・担当副市長 

・病院事業管理者 

・教育長 

・所管部長 
・行政委員会の委員長等 

質問の意図が伝わるよう、まず、質問の趣旨・背景（課

題や問題点等）を３～５行以内に要約して簡潔に記入。 

（原稿をそのまま掲載しない。） 

そして、質問内容を(1)(2)…の箇条書き

の質問形で具体的に記入。 

（「～について」は質問とならない。） 

以下、例示 

質問要旨に係る項目を 

項番号（スペース）・ 

「～について」等で記入。
質問の順序は、機構の建制順

（※）を原則とするが、質問

構成の意図による順序立て

も可とする。 

※組織機構の建制順 

市長公室・企画管理部・生涯学習

部・総務部・環境市民部・健康福

祉部・産業観光部・まちづくり推

進部・土木建築部・会計管理室・

上下水道部・市立病院・教育委員

会・選挙管理委員会・公平委員会・

監査委員・農業委員会 



一般質問における残時間「０分」の運用について 

 
 
 
 
 
現在の議場マイクの運用について 
実際の運用例 

① 残時間表示「２分～１分」（質問時間内） 
［議長］ 

「○○議員に申し上げます。申合せの時間がせまっておりますので、簡潔に願

います。」 

☞ 質問時間内であるため、マイク電源はオンのまま。 
 

② 残時間表示「０分」（質問時間終了） 
☞ 質問時間が「０分」となっているため、質問者の発言中であっても、事務

局においてマイクの電源を落とすこととしている。（先例・申合せに明記なし）

録音データには、質問者が発言している内容が、いきなり切れてしまう状態

で残る。しかし、質問者は実際には発言を続けている場合、会議での発言と

してみなされるため、その内容を会議録に記録する責務が発生する。 

 

１.議事進行の観点 
（１）発言自由の原則について 

○議会における議員の発言は、原則として制約を受けない。 
（※会議運営の諸原則のひとつであるが、規則等の定めはない） 
 
（２）発言に関する会議規則の取り扱いについて 

○発言は全て議長の許可を得た後に行う。 
 
 
 
 
 
○さらに、会議における秩序ある運営を行うため、発言の通告、内容、時期、

回数、品位の保持等について、会議規則上の制約がある。 
 
 
 
 

会議規則 

（発言の許可等） 

第 50 条 発言は、全て議長の許可を得た後、演壇又は質問席においてしなければな

らない。ただし、簡易な事項については、議席で発言することができる。 

一般質問において、発言残時間が「０分」と表示された時に、議場マイクの

電源を落とすこととしているが、１.議事進行 及び ２.会議録作成 の観点か

ら、運用を確認いただきたい。 

会議は、議長の職務権限のひとつである「議事整理権」に基づき、議事進行さ

れる。 



２.会議録作成の観点 

○会議録とは「議会の会議における議事等、開会宣言から閉会宣言までの経過

をそのまま記録した公文書」のことであり、地方自治法の規定により、議長は

会議録を作成させなければならない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

課題点 

（１）会議は、議長の議事整理権に基づき進行されるものであり、議事進行上

における注意等も、議長の発言により行われるべきものと解される。 

（２）現在の運用の場合、マイクの電源を落とした直後に、一般質問を続ける

議員が発言した内容を、音声に残すことができにくいため、会議録作成が困難

となり、今後、自治法に規定される議長及び事務局の責務を果たせなくなる恐

れが出てくる。 

 
備考 

○会議規則に基づく時間制限は、原則として議員に対するものであることが前

提とされている。市長等については議長が制限した時間内に終わるようにすべ

きであるが、執行機関であることから、その答弁は議会のみならず、住民全体

に対する答弁であると解されていることに配慮して、質問時間が「０分」とな

っても電源を切る運用とはしないことが望まれる。 

 

地方自治法 
（会議録）  
第 123 条 議長は、事務局長又は書記長（書記長を置かない町村においては書記）に

書面又は電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識するこ

とができない方式で作られる記録であって、電子計算機による情報処理の用に供され

るものをいう。以下この条及び第 234 条第 5 項において同じ。）により会議録を作成

させ、並びに会議の次第及び出席議員の氏名を記載させ、又は記録させなければなら

ない。 

◆確認事項◆ 

質問者（議員）が質問している場合の議長の対応 

「０分」と表示された時 ⇒ 議長において、発言を制止する。 

 ☞ マイク電源は、オンのままにしておく。 

※なお、２分～１分前になった場合、議長からは注意喚起は行わない。 

※また、答弁者（市長等）の答弁中の場合も同様とする。 



農業委員選任議案の表決について 

 
１ 経過 

平成２７年の農業委員会等に関する法律の改正により、農業委員の選任方法が、公

職選挙法に基づく選挙から、市長が市議会の同意を得て任命する方法に変更となった。 

本市では、現在の農業委員の任期満了が７月１９日であり、その後、７月２０日の

新委員選任のタイミングから、この法律に沿って運用されることとなり、６月定例会

で農業委員同意議案が提出される予定となっている。（６月２６日の閉会日に追加提

案予定） 
○選任に関する改正ポイント 

 
 
 
 
○募集人員及び任用期間  １９人、平成２９年７月２０日から３年間 
 
２ 亀岡市議会での人事同意議案の表決について 

 本市議会では、先例・申合せにより、副市長、監査委員の選任同意、教育委員会委

員の任命同意、名誉市民の選定同意を求める人事議案は、「起立表決」としている。

また、人事議案提案前日の幹事会で理事者から説明を受け、議員は質疑できることと

している。（平成２５年５月～６月の議会運営委員会での決定事項） 

なお、公平委員会委員、固定資産評価審査委員会委員、固定資産評価員、財産区管

理会委員、曽我部山林管理委員会委員については、以前から「簡易表決」としている。 

○同意を求める人事議案 
人事議案名 表決方法 幹事会説明 根拠法令 

副市長 起立表決 あり 地方自治法 162 

監査委員  〃  〃 地方自治法 196 

教育長、教育委員  〃  〃 地方教育行政の組織及び運

営に関する法律 4 
名誉市民  〃  〃 市名誉市民条例 2 

公平委員会委員 簡易表決 
「異議なし」 

なし 地方公務員法 9 の 2 

固定資産評価審査委員会委員  〃  〃 地方税法 423 

固定資産評価員  〃  〃 地方税法 404 

財産区管理会委員  〃  〃 市財産区管理会条例 3 

曽我部山林管理委員会委員  〃  〃 市山林の管理等特別条例 4 

◆協議事項◆ 

農業委員会委員 表決方法 

⇒ 

幹事会説明 

⇒ 
農業委員会等に関する法律 

改正後（H29.7.20～） 改正前 
市長が市議会の同意を得て選任 

※人事議案として提案 

公職選挙法に基づく選挙と市長の

選任制（議会等の推薦）の併用 



参考 
 
先例・申合せ 
31 議会に提出される議案等は、議会の招集告示日に開催する議会運営委員会で説明

を受けるのが例である。なお、追加提案される議案等についても、その都度議会運営

委員会で説明を受ける。 

○副市長及び監査委員の選任同意、教育委員の任命同意、名誉市民の選定同意を求め

る人事議案は、議案提出日前日の幹事会で理事者から説明を受け、議員はそれに対し

て質疑をすることができる。（平成２５年５月２７日議会運営委員会決定） 

 

70 議会推薦農業委員会委員は、議長の指名推選によることを例とする。 
○全員協議会で予備選挙により候補者を選出した例がある。 
○平成１１年６月定例会において、議会推薦４名のうち２名を議員以外の女性とした。 
○平成１４年６月定例会において、議会推薦４名を全て議員以外とした。 
〇平成２６年６月定例会において、議会推薦４名を全て議員以外の女性とした。 
 
98 副市長及び監査委員の選任同意、教育委員会委員の任命同意、名誉市民の選定同

意を求める人事議案は、起立によって表決する。（会規７０） 
○平成２５年６月２０日議会運営委員会決定 
○平成２５年９月から実施した。以前は無記名投票により表決していた。 
＜事例＞ 
・平成２６年３月２０日 監査委員の選任、教育委員会委員の任命 
○連記同意案の表決は、議会運営委員会に諮り決める。 
○教育委員会委員の人事案件において簡易表決とした例がある。（平成１１年６月） 
 



- 0 - 
 

平成２９年４月  日 

 

亀岡市議会議長 湊 泰孝 様 

 

議会運営委員会委員長  齊藤 一義 

 

委員会調査報告書 

 

 当委員会で調査した事件の調査結果について、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 派遣期間 平成２９年４月２０日（木）・２１日（金） 

 

２ 派遣場所 神奈川県横須賀市議会及び岐阜県可児市議会 

 

３ 事  件 横須賀市議会 

議会の活性化について 

○ＩＴ化の取り組みについて等 

可児市議会 

        議会の活性化について 

○地域課題懇談会について等 

 

４ 視察者  （派遣委員）齊藤一義、平本英久、奥村泰幸、田中豊、山本由美子 

福井英昭、木曽利廣、西口純生 

（派遣議員）湊泰孝議長、小島義秀副議長 

（事務局随行）片岡事務局長、鈴木議事調査係長 
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５ 概 要  別紙のとおり 

議会運営委員会調査結果概要 

横須賀市議会（平成２９年４月２０日（木）13:15～15:15） 

議会の活性化について 

○ＩＣＴ化の取り組みについて等 

１ 視 察 の 目 的 

横須賀市議会は、平成２２年６月に議会基本条例を制定される等、高い水準で活性化の取り

組みを進められてきた。議会のＩＣＴ化や予算決算常任委員会審査、大学とのパートナーシッ

プ協定の取り組みなどに積極的に取り組まれており参考にする。 

２ 施 策 等 の 概 要（主な項目） 

○ＩＣＴ化の取り組みについて 

＜経過＞ 

 ・横須賀市議会は、全国の市議会に先立ちＩＣＴ化に取り組み、本会議は平成１５年に、委員

会は平成２０年にインターネット中継を導入した。 

 ・平成２７年８月には、本市議会でも本年６月から実施するスマートフォン、タブレットに対

応した議会中継を導入している。 

＜内容＞ 

 ・委員会のインターネット中継における、実際の発言と会議録の修文に係る問題については、

修文基準を作成し対応している。その際、発言の訂正、削除にあたっては、委員会において

全委員の了解を得て実施している。（※簡易なものは、委員長及び当事者の了解を得ること

としている。） 

○予算決算常任委員会について 

＜経過＞ 

・分割付託による審査は、各委員会での表決結果が異なる可能性があり、これを解消するため

平成２０年から議長の諮問機関である「第３次議会制度検討会」において検討を開始した。

議論の発端としては、議案一体の原則に反するという点からである。 

・第３次議会制度検討会での議論を経て、平成２３年に予算決算常任委員会を条例設置し、運

用を開始した。 
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＜内容＞ 

（構成等） 

 ・委員長には副議長が、副委員長には議会運営委員長が就任することとしている。 

 ・委員会の円滑な運営を図るため、「理事会」を設置し事前協議等を行う。構成する理事は、

各常任委員会の正副委員長から選出している（５委員会×２人＝１０人）。 

 ・議長を除く全議員の４０人（定数４１）で構成し、４分科会を設置し審査している。 

・分科会委員は、部門別常任委員会と同じとしている。 

（付託議案） 

 ・予算、決算と関連し、かつ複数の分科会に関連するもの。 

 ・基金の設置など予算の根幹に関わるもの。 

 ・手数料条例等歳入予算に関わるもの。 

 ・理事会で承認したもの。 

（審査方法） 

 ・審査順序 ①理事会（議事運営の確認） ②議会運営委員会 ③本会議（付託） ④予算決算常

任委員会（全体会1） ⑤各分科会（議案審査） ⑥理事会 ⑦予算決算常任委員会（全体会2） 

⑧本会議（採決） 

 ・予算決算常任委員会（全体会2）では、分科会委員長報告、総括質疑、採決を実施する。ま

た、効率的な運営を目指し、討論は予算決算常任委員会では行わず、本会議のみで実施する

こととしている。 

 ・決算審査においては、分科会へ送付する前に監査報告及びそれに関する質疑を実施している。 

（メリット） 

 ・分割付託の解消。 

 ・同一議員が予算決算審査を行うことによるチェック機能の強化。 

○議会報告会について 

＜経過＞ 

 ・本市議会と同じく、議会基本条例の制定を機に、市民との意見交換の場を多様に設け、市民

からの政策提案の機会の拡大を図ることとして実施されている。 
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＜内容＞ 

・「実施のためのワーキンググループ」を１１人で組織し、運営上の意思決定をしている。 

・毎年４月に、新年度当初予算と主要事業について報告している。（５会場を２日間に分けて

実施。開催時間は概ね１時間３０分。） 

○市民との懇談会について 

 ・特定の案件について、議会が市民の意見を十分に聴く必要があると認める場合に開催するこ

ととしている。（※現状では開催実績なし。） 

○大学とのパートナーシップ協定について 

 ・政策能力の向上を目指し、県内初の大学とのパートナーシップ協定を締結した。 

・地域課題の解決や地域の持続的発展に取り組むとともに、人材育成を進めていくこととして

いる。（※会派でのインターンシップ受け入れ等。） 

３ 考        察 

 

４ 委 員 の 意 見 等 
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可児市議会（平成２９年４月２１日（金）13:00～15:00） 

議会の活性化について 

○地域課題懇談会について等 

１ 視 察 の 目 的 

可児市議会は、市民との意見交換会等を積極的に進められ、早稲田大学マニフェスト研究所の

議会改革度調査で、平成２６年にランキング１４３位であったが、平成２７年に１２位、平成２

８年に第１１位と大きく躍進されている。本市と人口規模も類似しており、主に各種広聴の取り

組みについて参考にする。 

２ 施 策 等 の 概 要 

○地域課題懇談会について 

＜経過＞ 

・本市議会と同じく、議会基本条例の制定により議会報告会を実施された。その後、市民の多

様な意見を的確に把握し、これを市政に反映させるため、議会内で検討を重ね、平成２６年

２月に地域課題懇談会（高校生議会）を実施された。 

・当時、可児高等学校は高校生が大人と関わる機会を求めていたこと、また、可児市議会は若

い世代の意見を聴取する機会を求めていたことにより実現した。 

＜内容＞ 

・地域課題懇談会（高校生議会）では、高校生の事前学習の機会を持っている。また、子育て

支援などのテーマを設定し、グループに分かれて話し合う形式の採用や、高校生から意見書

を提出する機会を設定している。 

・高校生による模擬選挙、さらに候補者を選ぶ力をつけるグループディスカッションを実施し

ている。 

・地域課題懇談会（各種団体との意見交換）は、医師会をはじめ、金融協会、商工会議所等と

の意見交換を実施している。 

・高校生の積極的な活動と議会の活動が一緒になってまちを変えていくことにつながってお

り、参考になった。 

○その他の取り組みについて 
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（大学との連携） 

 ・議員の資質向上を目的として、定例会月を除き毎月１回、大学のゼミに参加し地方自治や時

事問題について教授やゼミ生と意見交換を行っている。 

（正副議長立候補制度） 

・本会議の１週間前に、全員協議会室にて立候補者による所信表明演説を実施する。 

（演説１０分以内、質疑１０分以内） 

・公開で実施し、動画配信している。 

・投票は、単記無記名により、原則として立候補者の氏名を記入する。（※法的には候補者以

外の氏名を記入しても有効。） 

○今後の取り組みについて 

 ・議員定数、報酬の調査研究 

 ・１８歳選挙権に関する出前講座 等 

３ 考        察 

 

４ 委 員 の 意 見 等 

 

 


